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  「はやくめをだせ」 





  「クッキー」 




  「こわくないやい」 
 68 




  「がまくんのゆめ」 




  「そりすべり」 




  「おちば」 






  「あしたするよ」 




  「ひとりきり」 
   一人きりになりたいがまくんを探しに行ったかえるくん。でも、それは友だちがいて、自
分がかえるで、この太陽の中にいていろいろと幸せを感じるための時間を持ちたかったこと
を知る。 
































































   
表２ アーノルド・ローベル著『ふたりはいっしょ』を読んだ感想 
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